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「
十
三
人
の
刺
客
」
に
続
い
て

の
時
代
劇
で
す
。
幕
末
、
開
国
派

の
幕
府
大
老
・
井
伊
直
弼
は
、
反

目
す
る
水
戸
藩
主
・
徳
川
斉な
り

昭あ
き

を

謹
慎
さ
せ
、「
安
政
の
大
獄
」
で

吉
田
松
陰
な
ど
尊
王
攘
夷
派
を
弾

圧
し
て
い
ま
し
た
。
水
戸
藩
士
・

高
橋
多
一
郎
な
ど
の
有
志
は
、
脱

藩
し
て
井
伊
直
弼
を
討
つ
盟
約
を

結
び
ま
す
。
そ
し
て
１
８
６
０
年

（
安
政
７
年
）
３
月
３
日
、
関
鉄

之
介
ら
水
戸
脱
藩
士
17
人
と
、
薩

摩
藩
士
１
人
の
18
人
が
暗
殺
実
行

部
隊
と
な
り
、
江
戸
城
桜
田
門
前

で
井
伊
直
弼
一
行
を
襲
撃
し
暗
殺

し
ま
し
た
。
世
に
名
高
い
「
桜
田

門
外
の
変
」
で
す
。

　

学
校
で
、
日
本
史
と
く
に
幕
末

の
こ
と
を
習
う
と
き
に
は
、
必
ず

こ
の
「
桜
田
門
外
の
変
」
が
教
科

書
に
登
場
し
ま
す
。
し
か
し
、
事

件
の
背
景
や
成
り
行
き
に
つ
い
て

は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

映
画
は
吉
村
昭
の
原
作
に
沿
っ

て
、
実
行
犯
の
指
揮
を
執
っ
た
関

鉄
之
介
を
中
心
に
じ
っ
く
り
と
描

い
て
い
き
ま
す
。

　

最
大
の
見
せ
場
は
や
は
り
、
井

伊
大
老
を
襲
撃
す
る
壮
絶
な
場
面

で
す
。
そ
の
日
は
雪
で
し
た
。
白

い
雪
に
鮮
や
か
な
赤
い
血
潮
が
画

面
い
っ
ぱ
い
に
飛
び
散
り
ま
す
。

井
伊
大
老
の
首
が
落
ち
る
場
面
は

リ
ア
ル
で
す
。
実
は
、
井
伊
直
弼

の
彦
根
藩
屋
敷
と
桜
田
門
と
は
わ

ず
か
数
百
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
屋
敷
を
出
た

直
後
の
襲
撃
で
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
首
謀
者
の
高
橋
多

一
郎
は
京
都
で
の
挙
兵
が
失
敗
し

て
、
幕
府
に
追
わ
れ
て
大
阪
・
四

天
王
寺
に
逃
げ
、
息
子
と
２
人
で

自
刃
し
て
果
て
ま
し
た
。
い
ま
、

四
天
王
寺
境
内
の

墓
地
に
高
橋
親
子

の
墓
と
碑
が
建
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
沢
た
か
お
の

関
鉄
之
介
、
妻
役

で
長
谷
川
京
子
、

子
に
加
藤
清
史
郎

が
出
演
し
て
い
ま

す
。
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毎
年
12
月
に
な
れ
ば
、
時
代
劇
「
忠
臣
蔵
」
が
演
劇

や
ド
ラ
マ
で
登
場
し
ま
す
が
、
大
阪
に
も
赤
穂
浪
士
と

し
て
悲
劇
的
な
最
期
を
遂
げ
た
萱
野
三
平
と
い
う
人
物

が
い
ま
す
。
延
宝
３
年
（
１
６
７
５
年
）、
現
在
の
箕

面
市
萱
野
の
地
に
生
ま
れ
た
三
平
は
、
父
・
重
利
の
主

人
で
あ
る
旗
本
・
大
嶋
出
羽
守
の
推
挙
で
、
13
歳
の
時

に
播
州
赤
穂
の
浅
野
家
に
中
小
姓
と
し
て
仕
官
し
ま
し

た
。
元
禄
14
年
（
１
７
０
１
年
）
３
月
14
日
、
浅
野
内

匠
頭
が
江
戸
城
松
の
廊
下
で
吉
良
上
野
介
に
斬
り
つ
け

た
刃
傷
事
件
の
時
、
江
戸
の
赤
穂
屋
敷
に
い
た
三
平

は
、
事
件
を
国
元
の
赤
穂
に
知
ら
せ
る
使
者
と
し
て
、

早
駕
籠
で
昼
夜
の
区
別
な
く
早
駆
け
し
ま
し
た
。
途

中
、
駕
籠
が
故
郷
で
あ
る
萱
野
の
生
家
の
前
を
通
り
過

ぎ
る
と
き
、
偶
然
に
も
母
親
の
葬
式
に
出
会
い
ま
し
た

が
、
主
君
の
ご
用
が
あ
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
駕
籠
を
急

が
せ
赤
穂
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

赤
穂
城
の
明
け
渡
し
後
、
萱
野
へ
帰
っ
た
三
平
は
、

大
石
内
蔵
助
を
中
心
と
す
る
仇
討
ち
の
メ
ン
バ
ー
に
名

前
を
連
ね
て
い
ま
し
た
が
、
父
・
重
利
は
三
平
を
推
挙

し
た
大
嶋
家
へ
迷
惑
が
及
ぶ
こ
と
を
思
慮
し
て
許
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
内
匠
頭
へ
の
忠
義
と
、
父
親
へ
の
孝
行

の
板
挟
み
に
な
り
苦
悩
し
た
三
平
は
、
元
禄
15
年
（
１

７
０
２
年
）、
内
匠
頭
の
月
命
日
で
あ
る
１
月
14
日

に
、
自
宅
の
長
屋
門
の
一
室
で
切
腹
し
、
27
歳
の
生
涯

を
閉
じ
ま
し
た
。「
晴
ゆ
く
や　

日
頃
心
の
花
曇
り
」

と
い
う
辞
世
の
句
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　「お骨仏の寺」として有名な「一心
寺」の境内にあります。戦前、中国北
東部に「満州国」という傀

かん

儡
らい

国家をつ
くった日本は、官民をあげて多くの国
民を「開拓団」として送り出しまし
た。開拓団の人々は終戦時、ソ連から
の攻撃を受け、日本軍にも見放されて
多くの人が犠牲になりました。大阪開

拓団は、引き揚げ者数1791人、確認で
きた死亡者数906人、未引き揚げ者数
1791人という記録が残っています。
　中国残留孤児など、世界の開拓史
上、類例のない悲劇を生んだ満州開拓
団。日本に引き揚げてきた有志らの手
によって1951年、物故者の碑がここに
建てられました。

　

の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が

る
交
野
市
の
住
宅
地
に
、
ま
る

で
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
城
郭
の

よ
う
な
、
ひ
と
き
わ
目
を
引
く

建
物
が
あ
り
ま
す
。
茶
色
を
ベ

ー
ス
に
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
２
階
建
て
で
、
１
９
２
９

年
（
昭
和
４
年
）、
交
野
無
尽

金
融
株
式
会
社
（
現
在
の
近
畿

大
阪
銀
行
の
前
身
の
一
つ
）
の

在
は
交
野
市
）
に
寄
贈
さ
れ
、

庁
舎
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
市
庁
舎
が
移
転

し
て
か
ら
は
「
交
野
市
立
教
育

文
化
会
館
」
と
な
り
、
館
内
の

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室
に
は
、

市
内
で
発
掘
さ
れ
た
考
古
資
料

や
、
市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
近

世
以
降
の
民
具
な
ど
を
展
示
。

地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が

新
社
屋
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
建
物
の
一
部
か
ら
は
塔
が

突
き
出
し
て
３
階
建
て
に
な
っ

て
お
り
、
屋
上
に
は
中
世
の
城

郭
に
見
ら
れ
る
狭
間
（
壁
穴
）

が
あ
り
ま
す
。
１
９
４
２
年

（
昭
和
17
年
）
に
交
野
町
（
現

河
内
木
綿
の
伝
承
教
室
も
開
い

て
い
ま
す
。
建
物
は
２
０
０
７

年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

萱か
や

野の

三
平
と
忠
臣
蔵

満州開拓物故者之碑
（大阪市天王寺区）

「
忠
」と「
孝
」の
狭
間
で

苦
悩
の
自
刃
を
遂
げ
た
赤
穂
浪
士

近
づ
け
ば
歴
史
の
風
格
を
感
じ
ま
す

　北宗（中国）の詩人・唐庚（とうこう・1017～1121）の詩。「梧桐（あおぎり）の葉が一枚落ちるの
を見て、秋の気配が天下に訪れたことを知る」という意味です。大阪・夏の陣で、大坂城落城を描いた
明治の文豪・坪内逍遙（つぼうち　しょうよう）の小説「桐一葉」の題名は、この故事からきていると
いいます。唐庚

一葉落ちて
天下の秋を知る

　戦前から戦後にかけて活躍した弁護士・社会運動家、布施辰治（1880～1953）の言葉。今年11月13日
は、生誕130年の日にあたります。治安維持法による３・15事件で犠牲になった活動家を弁護し、一時
は弁護士資格を剥奪されましたが屈しませんでした。朝鮮の独立運動家の弁護も引き受け、韓国からは
「日本人のシンドラー」とも呼ばれています。

生くべくんば　民衆と共に
死すべくんば民衆の為に

田
園
風
景
で
目
を
引
く

 

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
城
郭
!?交野市の歴史、文化を常設で展示
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線「交野市駅」、ＪＲ学研
都市線「津田」駅から京阪
バス「南倉治」下車、徒歩
１分▶開館時間／10時～17
時（入館は16時まで）▶休
館日／月・火・祝日▶入館
料／無料▼連絡先／電話
072-893-8111・交野市文化
財事業団

交野市立
教育文化会館

（交野市）

（箕面市）

三平が切腹を遂げた部屋（箕面市･萱野三平旧邸）

布施　辰治

井伊大老暗殺事件と
幕末の日本を描く

部屋の中に
鎮座する三平の像


